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施 大 事 項 地球温暖化対策に対する取り組み

策 中 事 項 環境負荷の小さい交通体系の構築 企画観光部

名 小 事 項 公共交通機関の確保維持改善、活性化・再生

[公共交通確保維持改善]

ａ） 地域公共交通確保維持改善事業

地球温暖化対策等環境に配慮した交通政策の重要性が高まる中、環境負荷の

少ない公共交通の利用促進を図り、生活交通の存続が危機に瀕している地域等

において、地域の特性・実情に最適な移動手段が提供され、また、バリアフリ

ー化やより制約の少ないシステムの導入等移動に当たっての様々な障害の解消

等がされるよう地域公共交通の確保・維持・改善を支援する。
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ａ） 地域公共交通確保維持改善事業

「地域公共交通確保維持改善事業」による支援を受けた事業については、毎年

度、協議会において、事業の実施状況の確認、評価を行う必要がある。

なお、九州において評価を行った協議会は、１５１件である。
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＜支援の内容＞

○ 過疎地域等における幹線バス 、デマンドタ クシ ー等の運行 ○ 離島航路・航空路の運航

○ バス車両の更新等

１．地域の特性に応じた生 活交通の確保維持 （地域公共交通確保維持事業）

＜支援の内 容＞

○ 鉄道駅におけ るホームドア・エ レベーターの整備、
ノンステップバス の導入等

○ ＬＲ Ｔ・ＢＲＴの整備、 ＩＣカー ドの導入・活用等

＜支援の内 容＞
○ 被災地の幹線バスの運行（運 行費補 助要件 の緩和等の特例措置により 対応）

○ 仮設住宅等を巡る地域内バス等の運行（実証運行の通年化等の調査事業の特例措置により 対応 ）

２ ．快適で 安全な公共交通の構築 （地域公共交通バリア 解消促進等事業）

【東日本大震災対応 】被災地の バス交通等に対する柔軟な支援

○ 地域鉄道の安全性
向上に資する設備 （※ ）の
更新等

【Ｌ ＲＴ】
低床式路面電車によ る

幹線的な交通シ ステ ム

【ＢＲ Ｔ】
連節バス、バスレ ーン等を
組み合わせた幹線的な交通
シス テム

＜ 支援 の 内容 ＞

○ 地域公共交通網の形成のた めの計画の
策定に資する調 査

○ バスからデマンドタクシーへの転換等の生活交通の

確保等に係る地域の合意形成に資する調査

○ 公共交通マップの作成等を
通じた地域ぐるみで の利用促進

３．公共交通の充 実を図るた めの
計画策定等の後押 し
（地域 公共交通調査等事業）

地域の活性化等 の成長戦略も踏まえ、多様な関係者の連携により、地域公共交通の確保・維持を図るととも
に 、地域公共交通の改善に向けた取組みを支援

平成２６年度予算案 ３０ ６億円
（対前年度比１：０ ０）

平成２６年度予算案 ２５億円
（東日本大震災復興特別会計 ：復興庁一括計上分）

（※）レール、マ クラ ギ、 A TS、車両等

地域公共交通確保維持改善事業～生活交通サバイバル戦略～

区　　分 補助事業名 モード 協議会 対象期間 備考

地域間幹線系統確保維持費 自動車 7 H24.10～H25.9 41事業者309系統

地域内フィーダー系統確保維持費 自動車 66 H24.10～H25.9 150事業者438系統

離島航路運営費 海事 18 H24.10～H25.9 40事業者47航路

離島航路構造改革 海事 7 H24.10～H25.9 12航路

離島航空路 航空 2 H25.4～H26.3 7路線

鉄軌道 11 H24.4～H25.3
自動車改札機、点字ブロック、エ
レベーター、多目的トイレ、ホー
ム拡張など

自動車 7 H24.4～H25.3
NSバス17両
福祉タクシー64両
バリフリ対応券売機

海事 － － －

航空 1 H24.4～H25.3
空港ターミナルビルの案内設備
改修

鉄道 － H24.4～H25.3 －

自動車 1 H24.4～H25.3 バス停の整備

海事 － H24.4～H25.3 －

鉄道軌道安全輸送設備等整備事業 鉄道 10 H24.4～H25.3
車両検査、車輪取替、枕木更
新、橋梁修繕、電気設備更新な
ど

地域公共交通調査事業 － 20 H25.4～H26.3
生活交通ネットワーク計画策定
の検討

地域協働推進事業 － 1 H25.4～H26.3 公共交通マップの作成等

151合計

　　地域公共交通調査等事業

平成25年度（H25.4.～H26.3）　九州運輸局事業評価件数一覧

地域公共交通確保維持事業

　　地域公共交通バリア解消
　　促進等事業

バリアフリー化設備等整備事業

利用環境改善等事業




